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10
月
２
日「
文
化
の
薫
る
」拠
点
施
設

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

　

10
月
２
日
、
来
賓
・
市
民
約
１
２
０
０
名
を
招
待
し
、
開
館
を
祝
う
記
念
式
典

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

施
設
正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

50
年
前
の
市
民
会
館
開
館
時
に
も
舞
わ
れ
た
地
固
め
の
舞（
上
田
獅
子
）が
披
露
さ

れ
、母
袋
市
長
の
一
番
太
鼓
の
演
奏
で
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
長
式
辞
の
後
、

来
賓
の
皆
様
か
ら
の
祝
辞
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

へ
の
大
き
な
期
待
が
感
じ
ら
れ
る
中
、
式
典
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
記
念
公
演
で
は
、
獅
子
舞
、
和
太
鼓
演
奏
、
吹
奏
楽
演
奏
、
合
唱
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
文
化
活
動
を
披
露
い
た
だ
き
、
最
後
は
、
コ
カ
リ

ナ
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
と
も
に「
ふ
る
さ
と
」を
合
唱
し
、
会
場

が
一
体
と
な
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
記
念
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
施
設
を
無
料
で
一
般
開
放
し
、
翌
日
ま
で
の
２
日
間
に
多

数
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
永
く
愛
さ
れ
る

施
設
と
な
れ
る
様
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

房山獅子保存会による「房山獅子」

施設の愛称募集受賞者、多額の寄付者への
表彰状・感謝状贈呈

常田獅子保存会による「常田獅子」

市長による一番太鼓

市長式辞

祝辞（寺島義幸衆議院議員）

メッセージ（大林宜彦映画監督）

動画は
こちらから

22



❶下之条太神楽保存会による「祝いの獅子舞」、❷信州上田真田陣太鼓保存会による「真田丸」の演奏、❸第三中学校吹奏楽部による「吹奏」、
❹丸子中央小学校６年生による「合唱」、❺UCF（上田市民コーラスフェスティバル）による「合唱」、❻黒坂黒太郎さん矢口周美さんによる「コカリナ演奏と歌」、
❼清明小学校６年生、塩田西小学校６年生、市民コカリナサークルによる「コカリナ合奏」

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼

○市立美術館一般開放
　10月２日㈭・３日㈮、サントミューゼのオー
プンを記念して、市立美術館を一般開放しまし
た。開館記念事業として開催されている企画展「山
本鼎のすべて展」（11月９日㈰まで）は、２日間で
8,000人を超える来場者でにぎわいました。
　今後も、様々な芸術に触れられるよう、多様な
企画を展開してまいります。皆さんのご来場をお
待ちしています。

上
田
染
谷
丘
高
等
学
校
美
術
班
作
品
展

子
ど
も
ア
ト
リ
エ

山本鼎のすべて展

　サントミューゼ　TEL27・2000
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12月６日㈯～１月12日（月・祝）
●観覧料

●前売券販売窓口
　市立美術館
　セブン－イレブン（セブンコード：034-011）
※ 高校生、18歳未満は無料（学生証、または年齢のわ
かるものを提示いただく場合があります）

※団体料金は20名以上
※本券で常設展もご覧いただけます。

一般 大学生

当日 600円 500円

前売／団体 500円 400円
※前売は12月５日㈮まで

市立美術館からのお知らせ
　市立美術館は、第66回長野県美術展の会場準備
のため、11月10日㈪～15日㈯は、１階アートライ
ブラリーのみの営業となります。
　なお、11月11日㈫は休館日です。

　市立美術館　TEL27・2300

　坂城町出身で、国際的に活躍する若手アーティスト小
こ

松
まつ

美
み

羽
わ

さんによる企画展「小
松美羽展～画家・小松美羽の夢と挑戦～」を開催します。銅版画をはじめ、独特の技
法を用いた絵画表現、着物や衣装デザイン、有田焼への絵付けなど、彼女の作品は幅
広い分野において、独創的で豊かな美意識を刻み、見るものの心を揺さぶります。
　今回は、肉筆画や屏

びょう

風
ぶ

大作、立体など様々な作品を展示する国内初となる大規模個
展です。また、本人によるギャラリートークやワークショップも予定しています。
　若々しい感性とオリジナリティーに溢

あふ

れた独特の世界観を、ぜひお楽しみください。

小
松
美
羽
展 

〜
画
家
・
小
松
美
羽
の
夢
と
挑
戦
〜
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　９月下旬、クァルテット・ソレイユの皆さんによる、弦楽四重奏
の小学校クラスコンサートと西部公民館でのワンコインコンサート
を開催しました。
　クラスコンサートでは、多くの児童が初めて見る弦楽器に興味
津
しん

々
しん

の様子で、ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロそれぞれの楽器の
サイズや音の違いに耳を傾けていました。
　120名を超える観客が来場した西部公民館では、弦楽四重奏の解
説を交えたコンサートが行われ、初めて弦楽器の合奏を耳にした方
にも楽しんでいただくことができました。

クァルテット・ソレイユ 弦楽四重奏

◇次回の芸術家ふれあい事業
クァルテット・ソレイユ
弦楽四重奏 ワンコインコンサート
●日時　12月６日㈯14：00～
●場所　中央公民館
●料金　500円
 （中学生以下無料。当日券のみ）

◇若手演奏家による室内楽演奏会
　クァルテット・ソレイユ、ピアニスト・白

しら

石
いし

光
みつ

隆
たか

さんによる室内楽
演奏会を開催します。
●日時　12月14日㈰14：00～　　●場所　サントミューゼ［小ホール］
●料金　 2,000円（全席指定、25歳以下半額。11月３日（月・祝）販売開始）
●チケット　 サントミューゼ窓口、サントミューゼインターネット販

売、平安堂（上田店・上田しおだ野店）

　サントミューゼ　TEL27・2000

市民提案開館記念事業が始まります
　今月からサントミューゼの開館を祝う市民提案開館記念事業が始まります。
　上田市の文化芸術は市民の皆さんによってつくられていきます。サントミューゼはこれからも皆さんの活力ある活
動を応援していきます。

第66回県展（日本画・洋画・彫刻・工芸）
●日時　11月16日㈰～30日㈰9：30～17：00
　　　　（16日㈰は10：30～、30日㈰は15：00まで）
●場所　市立美術館
［同時開催］
幼児と子どもたちの芸術展
●場所　市立美術館［子どもアトリエ］
●内容　市立美術館「子どもアトリエ」の活動と作品の紹介
※上田創造館『子どもは天才講座』（次世代育成事業）

学生地域くらし創り考房こみっと
『信州学生サミット』
元気な高校生、大学生募集中！
　長野県で「信州らしい活動」をしている学生の発信と交
流の場です。学生たちが長野県の魅力や課題について語
り合い、目指す信州「信州未来予想図」を提案します！

●期日　12月７日㈰
●場所　サントミューゼ［大ホール他］
●料金　無料　　●対象　高校生以上
●申し込み　 氏名、学校・学部名、メールア

ドレスを記入の上、メール（ss.
mirai.smt@gmail.com）で。

第64回写真県展（長野県県民芸術祭2014参加）
●期間　12月12日㈮～15日㈪
●内容　 自由作品の部、ネイチャー作品の部、 組写真の

部、学生の部（合計300点）
●主催　信濃毎日新聞社、長野県写連

アルケミストコンサート
　澄み切った歌声、暖かい旋律、痛みと希望を鮮やかに描
き出すCMでおなじみの楽曲で子どもから大人まで楽し
める「アルケミスト」のコンサート。
●日時　平成27年１月17日㈯14：30～（開場14：00）
●場所　サントミューゼ［小ホール］
●出演　 こんやしょうたろう（ボーカル）
　　　　井

い

尻
じり

慶
けい

太
た

（ピアノ）
　　　　渡

わた

辺
なべ

悠
ゆう

（ボイスパーカッション）
●料金　大人2,000円、
　　　　３歳～中学生1,000円
●プレイガイド
　平安堂上田しおだ野店
　アルケミストコンサート
　　実行委員会
　　TEL090・4756・0 685（竹内）

芸術家ふれあい事業 in 西部地域レポート
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●次のものは「雑がみではありません」
1新聞紙・折込チラシ
2ダンボール
3内側が白い紙パック（牛乳パックなど）
4雑誌
5紙コップ（防水加工してあるものは可燃ごみ）
6米袋（ビニールコーティングした紙は可燃ごみ）
7レシート（感熱紙は可燃ごみ）　など
●雑がみについたテープなどは、はずしてください
8包装紙などに付着したテープ
9ティッシュの箱のビニール　　など

⎩
⎨
⎧

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
進
め
る「
新
た
な
取
組
」と
し
て
、

「
分
別
回
収
の
徹
底
」と「
生
ご
み
の
減
量
化
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

は
昨
年
度
に
比
べ
可
燃
ご
み
が
減
少
し
、「
新
た
な
取
組
」に
よ
る
一
定
の
効
果

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
導
入
効
果
が
継
続
し
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
繋つ

な

が
る
よ
う
、
今
後
の
取
組
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

可燃ごみが減少しています

分別回収の徹底（雑がみ回収袋をご利用ください）

　市民の皆さんや事業者の皆さんのご協力により、今年度上半期（４～９月）の可燃ごみ処
理量は、昨年度より減少し、着実に成果が現れています。

①「雑がみ回収袋」は「雑がみ」のみを入れる袋です
　回収した袋の中身を調べてみると、雑がみ以外のものが見受けられます。「雑がみ回収袋」に入
れることができるのは「雑がみ」のみです。雑がみ以外のものが入っているとリサイクルに支障が
でますので、分別にご協力ください。

②「雑がみ回収袋」の出し方は決まっています
　袋を出す際は、中身が出ないように口を閉じ、ひもで十文字にしばって資源物回収所にお出し
ください。ガムテープやホチキスで口を閉じることはできません。

（誤った例）
袋の取っ手をしばっただけで
は袋の中身が出てしまいます

（誤った例）
新聞紙や雑誌は雑がみではあ
りません

（正しい例）
袋の口を閉じて十文字にしば
ると袋の中身が出ません

中身が出ないように口を閉じる

ひもで十文字にしばる

資源物回収所に出す

⬇

⬇

●袋の出し方

18,308t

17,917t

1～4はそれぞれ別々
に束ね、ひもで十文字
にしばり、資源物回収
所へお出しください。

391t 減少
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生ごみの減量化

④「雑がみ回収袋」を追加配布します
　追加配布により、雑がみ分別の定着を図ります。自治会を通じて11月中旬以降※に配布しますのでご活用ください。
※「追加配布」の時期が12月以降になる自治会や、「１回目の配布」をこれから行う自治会もありますのでご了承ください。

①モニター調査を行っています
　生ごみの減量化の一環として、現在、「生ごみ減量化機器を
利用したモニター調査」を実施しています。この調査では、モ
ニターの皆さんに生ごみ減量化機器のひとつである「通風乾燥
型生ごみ処理機」を利用いただき、生ごみの減量効果の計測や
使いやすさなどを体感いただいています。

②今後の取組
　10月１日現在、66人の方がモニターとして調査を行ってお
り、今後は中間報告として、11月末までの記録を集め、結果
を市民の皆さんにお知らせします。また、市ではモニターの皆
さんから集められた乾燥生ごみを堆肥化する研究も行っていま
す。モニター調査の結果を通して、生ごみ減量化機器の普及・
啓発を目指しますので、ご理解とご協力をお願いします。

○追加配布の内容　・青色の「雑がみ回収袋大」と赤色の「雑がみ回収袋小」の２種類を１枚ずつ全戸配布します。
　　　　　　　　　・袋の配布は今回が最後の予定です。使い切った後は、ご自宅にある「紙袋や封筒」をご利用ください。

③よくある質問にお答えします

質　　　　　問 回　　　　　答

１
窓開き封筒の窓フィルムは、リサイクル可能なものがある
と聞いているが、はずした方がよいか？

窓フィルムが紙製のものであれば、はずす必要はありませ
ん。ただし、プラスチック製のものや、素材がわからない
場合ははずしてください。

２
「新聞の折込チラシ」は新聞紙と一緒に出す事になっている
が、郵便物で届くチラシなど、チラシ全般は雑がみで出し
てよいか？

「新聞の折込チラシ」を除くチラシ全般は雑がみになりま
す。ただし、シールなど雑がみ以外のものが付いている場
合は、その部分をはずしてください。

３
「雑がみ回収袋」の口をひもで閉じる時に、縦の一方向だけ
でも口を閉じることができるが、必ず十文字にしばる必要
があるか？ 

業者が回収する際に、荷崩れするおそれがあることから、
必ず十文字にしばってください。

４ マークがついている紙は雑がみとして出してよいか？

マークは、容器包装リサイクル法に定められた表示で
あり、雑がみを表すマークではありません。
このため、 マークがついている場合でも分別が必要に
なります。
【 マークがあっても可燃ごみになる例】
・内側が銀色の紙パック
・防水加工してある容器やカップ　など

５
自治会に未加入の場合、「雑がみ回収袋」をもらうにはどう
すればよいか？

市の窓口で配布しますので、直接お越しください。
【配布窓口】
資源循環型施設建設関連事業課、廃棄物対策課、
豊殿・塩田・川西地域自治センター、丸子市民生活課、
真田市民生活課、武石市民生活課

　  資源循環型施設建設関連事業課　TEL71・8082　　  廃棄物対策課　TEL22・0666

モニター説明会の様子
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11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
、
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
市
民
生

活
に
密
着
し
た
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
税
」は
、
こ
う
し
た
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
財
源
で
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で

す
。
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
、
納
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
収
納
管
理
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

軽自動車税の税額が改正されます
　平成27年度から軽自動車税の税額が改正されます。ただし、三輪、四輪の軽自動
車は、平成27年４月１日以降に新規登録を受けるものから適用されます。
　また、軽自動車税も自動車税（県税）と同様にグリーン化を進める観点から、新規登
録から13年を経過した三輪、四輪の軽自動車は、平成28年度から重課（改正後の税額
の約20％）されます。

種　　　　　　別 平成26年度以前
（現行税額）

平成27年度以降
（新税額）

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

軽二輪車 125cc超250cc以下 2,400円 3,600円

二輪小型自動車 250cc超 4,000円 6,000円

雪上車 2,400円 3,600円

小型特殊自動車
農耕用 1,600円 2,400円

その他 4,700円 5,900円

・平成27年度の税額

種　　　別
最初の新規登録年月

平成27年３月以前
（現行税額）※

平成27年４月以降
（新税額）

軽自動車

三　輪 3,100円 3,900円

四輪
乗用

営業用 5,500円 6,900円
自家用 7,200円 10,800円

貨物
営業用 3,000円 3,800円
自家用 4,000円 5,000円

※13年を経過するまでは、現行税額が適用されます。

・平成28年度の税額

種　　　別
最初の新規登録年月

平成27年３月以前
（現行税額）

平成27年４月以降
（新税額）

平成15年３月以前※

（重課税額）

軽自動車

三　輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪
乗用

営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

※ 動力源、または内燃機関の燃料が、電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・
ガソリン電気併用の軽自動車、および被けん引車を除きます。

○原付や125ccを超えるバイク、小型特殊自動車など

○三輪および四輪の軽自動車
　新規登録年月（車検証の「初度検査年月」）により、現行税額・新税額・重課税額（平
成28年度から）のいずれかの税額になります。
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軽自動車税の減免制度
　障がいのある方などが所有する軽自動車（二輪を含む）には、障害等級などの基準に
よる軽自動車税減免制度があります。ただし、減免になるのは、普通車（自動車税：県税）
も含め一人１台です。
　また、減免の適用を受けている軽自動車を買い替える場合は、新たに取得される軽
自動車の減免申請を改めて行う必要があります。手続きなどの詳細は問い合わせくだ
さい。

自賠責保険共済への加入は法律で義務付けられています
　自賠責保険共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償を目的として、自動車損害賠
償保障法に基づき、原動機付自転車を含むすべての自動車に加入が義務づけられており、自賠
責保険共済未加入で運行することは法令違反です。必ず加入してください。
　自賠責制度の詳しい内容は、国土交通省「自賠責保険ポータルサイト（http://www.jibai.jp）」
でご覧いただけます。

法人市民税（法人税割）の税率が改正されました
・税率改正の内容
　 平成26年度税制改正により、平成26年10月１日以降に開始する事業年度から法人
市民税（法人税割）の税率が引き下げられました。
　　上田市の法人税割税率・・・ 現行13.7％　→  改正後 11.1％（▲2.6％）

・予定申告の経過措置
　 平成26年10月１日以降に開始する最初の事業年度の予定申告に限り、次のとおり
経過措置が設けられます。
　　法人税割・・・前事業年度の法人税割額×4.7※÷前事業年度の月数　※通常は「6.0」

建物などの滅失登記をお忘れなく
　固定資産税は、毎年１月１日に、土地、家屋、償却資産を所有している人に納めていただく税金です。
　住宅・店舗・工場などの家屋は、建てた時も取り壊した時も登記する義務があります（不動産登記法第47条、第57条）。
Ｑ１　滅失登記をしないとどのような不利益がありますか？
Ａ１　 家屋を取り壊したにもかかわらず、引き続き固定資産税が課税されます。すぐに滅失登記ができない事由がある

場合は、税務課、各地域自治センターにある「家屋取り壊し届出書」を提出してください。
Ｑ２　未登記の建物を取り壊したのですが、どうしたらよいでしょうか？
Ａ２　 税務課、各地域自治センターに「家屋取り壊し届出書」がありますので、取り壊した年の12月末までに届出して

ください。届出がない場合、引き続き固定資産税が課税されます。
Ｑ３　未登記の建物を売却した際はどうしたらよいでしょうか？
Ａ３　 税務課、各地域自治センターに「家屋課税台帳所有者名義の更正申請書」がありますので、売買のあった年の12

月末までに売買を証する書類の写しを添付して申請することにより、翌年度は新しい所有者に課税さます。

　  税務課／諸税係　TEL23・5169　家屋係　TEL23・8240　　  収納管理課　TEL71・8054
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平成26年度全国学力・学習状況調査
上田市内の児童・生徒の調査結果を公表します
　今年４月に、市内の25校の小学６年生、11校の中学３年生を対象に、全国一斉の学力・学習状況調査が行なわれました。
調査は国語、算数・数学の「教科に関する調査（知識・活用）」と、「生活習慣や学習環境に関する調査」で実施され、このたび、
結果が公表されましたので、概要をお知らせします。なお、この調査結果は、児童生徒の身に付ける学力の一部であることを
あらかじめご承知ください。

中学３年生　教科に関する調査（知識・活用）

中学３年生　生活習慣・学習習慣に関する調査

○中学校（国語）
　知識分野、活用分野ともに全国・県の平均正答率をやや下回
りました。「国語の勉強は好きですか」、「国語の勉強は大切だ
と思いますか」の興味関心関連の質問に対する回答も、全国値
を下回っています。この興味関心の薄さが、無解答率の高さ、
表面的理解による誤解答につながっていると思われます。
　テレビやゲームから離れ、本や新聞を読むなどして、落着い
て文字に接するという言語環境が大切です。

○宿題だけでなく予習や復習など家庭学習を計画的に
　「宿題をしている生徒」は全国値を上回るものの、「家で、自
分で計画を立てて学習している生徒」、「予習をしている生徒」、
「復習をしている生徒」は全国平均を下回っています。
　市内の中学生は、学校から出される宿題はきちんとしている
という良さがあります。今後は宿題に加え、予習や復習、自分
が苦手にしているところなど、自己課題に応じた家庭学習を計
画的にしていくことが求められています。

○中学校（数学）
　知識・活用分野ともに全国・県より平均正答率が低くなって
います。「資料の活用」でやや向上が見られたものの、「方程式」
や、「図形」・「関数」の意味理解を問う問題で課題が見られまし
た。一方、無解答は少なくなってきています。
　多くの生徒が、数学が好きで大切だと考え、できるようにな
りたいと願っており、今後も、生徒が主体的に取り組める授業
づくりや、弱点を克服できる家庭学習の充実が必要です。

○夢や目標を持っている中学生
　「将来の夢や目標を持っている生徒」は、全国・県よりも高く、
「自分によいところがあると思う生徒」は全国値とほぼ同程度、
「最後までやり遂げてうれしかったことがある生徒」も70％を
越えていることから、今の自分に自信が持てる生徒が多くなっ
てきています。
　中学校ではキャリア教育を推進し、職業調べや職場体験、地
域の先輩の講話などを通して、将来が具体的にイメージできる
ような学習を進めています。学校で生徒の意識を醸成し、地域
や家庭では、夢ある生徒を支え認め合うことも大切です。

　  学校教育課　TEL23・5101

※グラフの合計が100にならない場合があります。 1010



小学６年生　教科に関する調査（知識・活用）

小学６年生　生活習慣・学習習慣に関する調査

○上田市の傾向と今後の方向性
　「教科に関する調査」は、小学校で全国・県の平均正答率とほぼ同等、中学校で下回りました。小学校では各校での努力の結
果が表れてきていますが、中学校では伸び悩みが感じられます。小学校・中学校ともに今後も学力向上を目指します。
　「生活習慣や学習環境に関する調査」は、自己肯定感が少しずつ高まってきているものの、テレビやゲームに費やす時間が全
国並みに増えるなどの変化も出ています。計画的に時間を使い主体的に行動する児童・生徒の育成やよりよい生活の創造に向
けて、今後も家庭・地域・学校の連携を深めていきます。
　教育委員会では、今後も児童生徒の学力向上に結び付く施策を立案・実践していきます。また、調査の結果を各学校での指
導改善に活

い

かすことで、確かな学力の定着とそれを活用する力の育成に努めます。

○小学校（国語）
　知識分野、活用分野ともに全国・県の平均正答率とほぼ同じ
でした。今後は、中位から下位に位置する児童の学力を伸ばす
必要があります。
　そのためには、個々の児童が、今日学校で学んだ語句を家庭
で使うなど「授業で学んだ語

ご

彙
い

を日常生活で使う」ことや、本や
新聞紙面中の語句を辞書で調べるなどの「二つ以上の文章を比
較しながら読む」ことが大切です。
　読書好きな児童は、全国値を上回っていることから、日頃の
取り組み次第では、さらに学力を向上させることが可能です。

○家族とのコミュニケーション
　「家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をし
ている家庭」は、「している」と「どちらかといえば、している」
を合わせて80％を超え、全国平均とほぼ同じです。経年変化
を見ると、「している」が51.3％と増加傾向にあるため、今後も、
学校と家庭が連絡を取り合い、家の人と学校の出来事を話す習
慣がさらに身に付くよう努めることが大切です。

○小学校（算数）
　知識・活用分野ともに全国・県と平均正答率はほぼ同じで、
学習内容の定着が図られています。
　例年課題となっていた「図形」で、昨年に引き続き向上が見ら
れます。また、記述解答式問題の正答率が上がるとともに無解
答率が減少し、活用力にも向上が見られました。観点別に見る
と、割合や単位量などの意味理解を問う問題への正答率がやや
低い傾向にあります。
　学習の中で日常生活と関連づけて考える意識が低いため、今
後、学校でさらに具体な事象を活用して知識理解を図り、各家
庭でも個に応じた家庭学習を行うことが大切です。

○自分にはよいところがある
　「ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがあり
ますか」に「当てはまる」は73％と、全国値と同じです。「自分
にはよいところがあるか」の経年変化では「どちらかといえば、
当てはまる」が減少し、「あてはまる」が増加傾向にあります。
引き続き一人ひとりの自己肯定感が高まるよう家庭と学校、地
域が一体となって取り組んでいくことが大切です。
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上田市教育支援プラン推進の取組
　市および市教育委員会では、将来を託す子どもたちの健全な育成を最重要課題として位置づけ、
学校教育のそれぞれのステージで取り組むべき具体的な支援策を「上田市教育支援プラン」としてま
とめ、実行しています。
　今回は、その１つの目標「学ぶ意欲を育む授業」について、主な取組を紹介します。

Vol.3 

少人数学級、習熟度別授業、小中の連携の推進

社会の変化に対応した幅広い教育を推進

　市内の小中学校では、「30人規模学級（35
人）編成」などの制度を活用し、少人数学級編
成を行うとともに、一斉指導では理解や習熟
にばらつきが多い教科で、習熟の程度に応じ
た授業を実施するなど、少人数指導をさらに
進めています。
　また、中学校の数学の先生が小学校へ出向
き、担任の先生とともに算数の授業を行う取
り組みを通して、小中が連携しながら学力向
上を目指しています（本年度は５校で実施）。

　学習指導要領の改訂により、小学５・６年
生に外国語活動が導入され、中学校でも会話
の能力を育成する学習内容が充実されまし
た。
　このため、市では、英語の発音や国際理解
の向上を目的に中学校にALT※を配置し、中
学校やその学区内の小学校で日本人教師と一
緒に授業を進めています。
※外国語を母国語とする外国語指導助手

1212



学
ぶ
意
欲
を
育
む
授
業

　  学校教育課　TEL23・5101

情報機器を活用した効果的な授業の推進

●新しい情報機器やソフトウェアの活用
　教育委員会では、「分かりやすく、楽しい授業」を実現するために、各学校に様々な情報機器やソフトウェ
アの導入を進めています。
　電子黒板や大型モニター、プロジェクター、書画カメラといった機器を導入し、子どもたちが意欲的に教
材を観察したり、発表したりしやすい環境を整えています。
　また、デジタル教科書や国語、算数・数学を中心とした教育ソフトウェアなどを導入し、視覚的に授業を
展開して理解を深め、学習内容の定着を図っています。
　さらに、子どもたちが、急激に変化している情報化社会に対応できる情報活用能力を身につけていくため
に、パソコンスキル学習や情報モラル教育にも力を入れています。
　現在はパソコン教室での活用が中心となっていますが、今後は、各教室での情報機器の活用も視野に入れ、
さらに環境を整えていきたいと考えています。

●学校ICT支援事業による支援
　平成21年度から、情報機器やソフトウェアを活用した授業や、教職員の情報機器活用スキルアップのた
めに、各学校に学校ICT支援員を派遣しています。
　学校ICT支援員は、「パソコンを使って分数のかけ算の復習をしたい」とか、「社会科で地域について調べ
たい」、「キーボードの入力方法を学ばせたい」、「ゲーム機や音楽プレーヤーの危険性を学ばせたい」など、
学校からの具体的な要望に応えられるように、使用機器やソフトを選択して授業案を提案しサポートに入っ
ています。下写真のように、全体への指導や個別支援など、柔軟に対応しています。
　また、授業以外でも、学校行事などを取材し、学校ホームページの更新記事を作成するなど、学校の情報
を地域へ発信していくお手伝いもしています。

平成26年に新しくなったパソコン教室［第三中］

ICT支援員による授業支援［中塩田小］

フリーソフトを使った遠隔授業［浦里小］
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター
TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所

美しく潤いのある街づくり・地域づくりのために

第８回上田市花と緑のまちづくりコンクール受賞者発表
　第８回となる今年は、それぞれの部門から合計37件の応募がありました。８月29日に一次（書類）審査を、
９月10日に二次（現地）審査を行い、個人を含む13件を選定し、10月６日に市役所で表彰式を開催しました。
●受賞者名（※敬称略）　
◇団体（50㎡未満・プランター）の部
最優秀賞　木町分館「花育てタイ」　
優秀賞　　しなの木会・上沢子ども会
優秀賞　　上平南自治会
奨励賞　　大畑自治会花づくり推進部

◇団体（50㎡以上）の部
最優秀賞　下堀地区花と緑の街づくり協議会
優秀賞　　保野長生会
優秀賞　　下郷沢自治会
優秀賞　　腰越花花・桃の会
奨励賞　　鈴子活性化実行委員会

◇個人の部
奨励賞　　黒

くろ

澤
さわ

朝
あさ

男
お

宅
◇学校の部
最優秀賞　塩田中学校
優秀賞　　真田中学校
奨励賞　　川辺小学校
　  公園緑地課　TEL23・5134

お知ら
せ

お知ら
せ

映画『サムライフ』公開日決定

「映画のまちうえだ～ロケ地マップ～」第２弾を制作！
　信州上田フィルムコミッションでは、市内のロケ地を紹介した「映画のまちうえだ～
ロケ地マップ～」の第２弾を制作しました。今回は、平成24（2012）年の火災で旧校舎と
北校舎を焼失した浦里小学校の特集です。現在、観光会
館、上田駅観光案内所ほか市内各所で無料配布しています
ので、ぜひご覧ください。
　また、この春に撮影を終えた映画『サムライフ』の公開が
決定しました。これは“上田生まれの実話をオール上田ロ
ケ”で制作した、ロケ支援史上初となる記念すべき作品で
す。上映は平成27（2015）年２月７日㈯から、TOHOシネマ
ズ上田ほかで先行公開されます。さらに上田城紅葉まつり
の期間中、会場内では『サムライフ』ブースも登場予定です。
こちらもお楽しみに！
　信州上田フィルムコミッション
　　（  観光課内）　TEL23・5408

お知ら
せ

お知ら
せ

左上　木町分館「花育てタイ」
右上　下堀地区花と緑の街づくり協議会
左下　塩田中学校

映画『サムライフ』前売りチケット発売のお知らせ
ただ今、上田市観光会館１階売店、上田城紅葉まつり会場内の『サムライフ』ブース
で前売りチケット（一般1400円）を発売中。お越しの際にお買い求めください。
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INFORMATION PICK UP

映画の秋を満喫

第18回うえだ城下町映画祭催し催し

実行委員も募集しています

平成27年上田市成人式にご参加ください
募集募集

日　時 　平成27年１月11日㈰（成人の日の前日）
会場/時間　

　今年は「青天の霹
へき

靂
れき

」や「あの電
でん

燈
とう

」といった上田ロケ作品を上映します。また、劇
げき

団
だん

ひとり監督、鶴
つる

岡
おか

慧
けい

子
こ

監
督などのゲストトークを行います。ぜひお越しください。

場　所 　上田映劇
鑑賞券（各部）　当日一般1,200円（前売り1,000円）、高校・大学生500円、中学生以下300円
販売窓口 　平安堂（上田店、上田しおだ野店ほか）、幻灯舎、上田創造館、マルチメディ

ア情報センター、上田文化会館、丸子文化会館、真田中央公民館、武石公民館、
教育委員会第二庁舎、インターネット（ながの電子申請サービス）。

 詳細は映画祭ホームページ（http://www.umic.jp/eigasai/）をご覧ください。
同時開催イベント
◆自主制作映画コンテスト受賞作品・選定作品上映会
　（11月29日㈯9：00～15：00、30日㈰10：00～16：50／幻灯舎）
◆入
いり

江
え

悠
ゆう

監督トーク・交流会（11月30日㈰17：15～／幻灯舎）
　  文化振興課　TEL23・6361

日　程 　
11月29日㈯（開場8：30）
　第１部 9：00～ 「放射線を浴びた[Ｘ年後]」
 10：35～ 「ゴジラ」（1954年デジタルリマスター版）
　第２部 13：20～ オープニングセレモニー
  「『また、必ず会おう』と誰もが言った。」
 15：30～ 「あの電燈」
 16：30～ ゲスト挨拶・対談　古

ふる

厩
まや

智
とも

之
ゆき

氏、唯
ただ

野
の

未
み

歩
あ

子
こ

氏、鶴岡慧子氏
　自主制作映画コンテスト（入場無料）
 17：15～　表彰式・大賞作品上映
11月30日㈰（開場8：30）
　第１部 9：00～ 「ペコロスの母に会いに行く」
 11：00～ 「SHORT PEACE」
 12：45～ 「サムライフ」完成記念トークショー
 13：15～ 「青天の霹靂」（１回目）
　第２部 15：10～ 「SRサイタマノラッパー　ロードサイドの逃亡者」
 17：10～ 「青天の霹靂」（２回目）
 18：50～ 劇団ひとり監督ゲストトーク

ゴジラ TM&©1954 TOHO CO.,LTD.

青天の霹靂 ©2014映画『青天の霹靂』製作委員会

劇団ひとり監督

地域 中学校通学区域 会場 時間 問い合わせ

上田

一中・二中・三中 上田文化会館
13：30
（受付13：00～）

 生涯学習課　TEL23・6370四中・六中 上田創造館
五中 上野が丘公民館
塩田中 塩田公民館

丸子 丸子中・丸子北中 丸子文化会館 11：00
（受付10：30～）

 教育事務所　TEL42・3147
真田 真田中・菅平中 真田中央公民館  教育事務所　TEL72・2655
武石 依田窪南部中 武石公民館  教育事務所　TEL85・2030
対　象 　　平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれの方
案内状の発送　・ 市内に住民登録のある方、および転出先の住所が分かる方には、11月下旬に案

内状を送付します。
 　・ 上田市出身で市外に住民登録している方も出席できます。出席を希望する場合は、

案内状を送付しますので、それぞれの問い合わせ先へ連絡ください。
実行委員募集　成人式の企画・運営を行う実行委員を引き続き募集しています。
 　実行委員として関わり、思い出に残る成人式にしましょう。
詳　細 　　市ホームページ・携帯サイトの成人式のページをご覧ください。

携帯サイト用
二次元コード
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ア･ラ･カルトア･ラ･カルト情報情報情報情報
お
知
ら
せ

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

●
売
却
物
件（
旧
小
泉
保
育
園
敷
地
）

● 

入
札
日
時　

11
月
21
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜

●
入
札
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階

● 

売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、

最
低
売
却
価
格
以
上
の
、
最
も
高
い
価

格
で
入
札
さ
れ
た
方
に
売
却
し
ま
す
。

● 

申
し
込
み　

11
月
４
日
㈫
〜
14
日
㈮
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
公

有
財
産
管
理
課
へ（
土
・
日
を
除
く
）。

● 

詳
細　

各
物
件
の
詳
細
、
入
札
に
関
す

る
説
明
書
、
申
込
書
は
公
有
財
産
管
理

課
で
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
現
地
説
明
会

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

公
有
財
産
管
理
課

　
　

TEL
23
・
５
１
１
４

11
月
は「
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間
」

　

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
と
若
者
が
健す
こ

や
か
に
成
長
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
活
躍
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民
す
べ

て
の
願
い
で
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
連
携
し
、

子
ど
も
と
若
者
の
育
成
を
考
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
あ
い
さ
つ
運
動
」な
ど
、
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
月
間
中
、
少
年
補
導
委
員
を
中

心
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
環
境
チ
ェ
ッ
ク

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

第
14
回

上
田
市
都
市
計
画
審
議
会

●
日
時　

11
月
13
日
㈭
午
後
１
時
15
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

● 

内
容　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
事
後

評
価
に
つ
い
て（
上
田
城
下
町
地
区
、

信
濃
国
分
寺
地
区
）

● 

そ
の
他　

当
日
、
午
後
０
時
45
分
か
ら

会
場
入
口
で
傍
聴
希
望
者（
10
名
程
度
）

を
受
け
付
け
ま
す（
会
場
の
都
合
に
よ

り
入
場
を
制
限
す
る
場
合
あ
り
）。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

は
か
り
の
無
料
精
度
診
断

　

11
月
１
日
は
計
量
記
念
日
で
す
。
計
量

記
念
日
事
業
と
し
て
、
血
圧
計（
デ
ジ
タ

ル
式
を
除
く
）、
体
温
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
無
料
精
度

診
断
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
取
引
・
証

明
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器
は
、
別
途

定
期
検
査
を
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
／
時
間
／
場
所

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

宝
く
じ
助
成
金
で
防
災
用

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
所
管

の
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
、
中
野
自
治

会
で
は
、
災
害
時
の
救
出
救
護
や
避
難
所

運
営
に
必
要
な
投
光
器
、
発
電
機
、
担
架
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
、備
品
庫
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
時
に
備
品
を
活
用
し
迅

速
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
訓
練
な
ど
を
実

施
し
な
が
ら
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
防
災
課

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

お
礼
の
品
を
見
直
し
ま
す

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金（
納
税
）に

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
へ
お
贈
り
す
る
お

礼
の
品（
返
礼
品
）を
見
直
し
ま
す
。
上
田

の
魅
力
を
発
信
し
、
ふ
る
さ
と
上
田
を
実

感
で
き
る
よ
う
な
特
産
品
や
農
産
物
な
ど

を
そ
ろ
え
、
複
数
の
商
品
の
中
か
ら
選
択

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
な
お
、
新

し
い
返
礼
品
は
、
左
記
の
変
更
日
以
降
の

寄
附
と
な
り
ま
す
。

●
変
更
日　

11
月
20
日
㈭

● 

返
礼
品　

変
更
日
以
降
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

政
策
企
画
課　

TEL
23
・
５
１
１
２

お
知
ら
せ

物件番号 所在地
（小泉字高田） 用途

面　積 最低売却

価格（円）㎡ 坪
26－1－2 739番13 宅地 380.66 約115 8,229,000
26－1－3 739番10 宅地 355.74 約108 7,910,000

26－1－4
739番12 宅地 353.88 約107

6,342,000
739番14 私道 46.24 約 14

26－1－5
739番11 宅地 353.79 約107

6,126,000
739番15 私道 45.83 約 14

期　日 時　　間 場　　所

11月17日㈪
午前10時～11時30分 丸子ふれあいステーション
午後１時～３時 市役所南庁舎５階

11月18日㈫
午前10時～11時30分 武石公民館
午後１時～３時 市役所南庁舎５階

11月19日㈬
午前10時～11時30分 真田中央公民館
午後１時～３時

市役所南庁舎５階11月20日㈭ 午前９時30分～正午
11月21日㈮ 午後１時～３時
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お
知
ら
せ
／
催
し

別
所
線
マ
イ
レ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

　

上
田
電
鉄
別
所
線
で
は
、
お
得
な
マ
イ

レ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト（
自
治
会
回
数
券
）を
販

売
し
て
い
ま
す
。
販
売
は
毎
年
春
と
秋
の

２
回
限
定
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
販
売
期
間　

11
月
30
日
㈰
ま
で

● 

販
売
場
所　

別
所
線
上
田
駅
・
下
之
郷

駅（
午
前
６
時
〜
午
後
11
時
30
分
）、
別

所
温
泉
駅（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）、

七
田
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
、
種
人

の
駅
、
長
野
大
学
生
活
協
同
組
合
、
滝

沢
商
店
、
セ
ー
ブ
オ
ン
上
田
別
所
温
泉

店
● 

内
容　

１
冊
20
枚
つ
づ
り﹇
上
田
市
街

地
循
環
バ
ス（
青
バ
ス
・
赤
バ
ス
）共
通

無
料
乗
車
券
２
枚
付
﹈

● 

割
引
率　

15
％
引
き（
通
常
は
９
・
１
％

引
き
）

● 

有
効
期
間　

平
成
27
年
９
月
30
日
㈬
ま

で
●
対
象　

ど
な
た
で
も

　

 

別
所
線
電
車
存
続
期
成
同
盟
会
事
務

局（

地
域
交
通
政
策
課
内
）

　
　

TEL
23
・
５
０
１
１

「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
２
０
１
４
」

完
成
し
ま
し
た

　

今
年
も
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
の
お

か
げ
で「
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
２
０
１
４
」が
完

成
し
、
下
水
道
課
、
お
よ
び
各
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
で
希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
課　

TEL
23
・
５
１
２
８

上
田
税
務
署　

記
帳
説
明
会

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
色
申
告
の
方
を
対
象
に
、
記
帳
・
記

録
保
存
の
仕
方
や
、
青
色
申
告
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

● 

対
象
／
日
時　

不
動
産
所
得
者
／
11
月

11
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、
農
業

所
得
者
／
11
月
11
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
、
事
業
所
得
者
／
11
月
12
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
２
階

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

　
　
（

税
務
課
）

土
地
家
屋
調
査
士
が
行
う

無
料
相
談
会

　

土
地
の
境
界
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
土

地
建
物
に
関
す
る
登
記
な
ど
で
お
悩
み
の

方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
26
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
６
階

● 

申
し
込
み　

前
日
ま
で
の
平
日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
に
、電
話
で
左
記
へ（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）。

　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
４
５
６
６

　
　
（

生
活
環
境
課
）

平
成
27
年
版

県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

　

11
月
上
旬
か
ら
、
県
内
の
一
部
書
店
、

お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
一
部

店
舗
な
ど
で
、
長
野
県
民
手
帳
を
販
売
し

ま
す
。

●
サ
イ
ズ　

13
・
８
㎝
×
７
・
８
㎝

●
ペ
ー
ジ
数　

２
７
２
ペ
ー
ジ

●
販
売
価
格　

５
０
０
円（
税
込
）

　

 

長
野
県
統
計
協
会（
長
野
県
情
報
政

策
課
統
計
室
内
）

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
１
１
２
１

　
　
（

広
報
情
報
課
）

催　

し

野
沢
菜
収
穫
即
売
会
の
開
催

　

遊
休
農
地
解
消
対
策
の
一
環
と
し
て
栽

培
し
た
野
沢
菜
の
収
穫
・
即
売
を
行
い
ま

す
。先
着
で
豚
汁
の
振ふ
る

舞ま

い
も
あ
り
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
22
日
㈯
午
前
９
時
〜（
な

く
な
り
次
第
終
了
、
小
雨
決
行
）

● 

場
所　

武
石
上
本
入
築
地
原
地
区
収
穫

体
験
農
園

●
料
金　

１
束
２
０
０
円（
約
４
㎏
）

●
持
ち
物　

包
丁

● 

申
し
込
み　

不
要
。
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

武
石　

新
そ
ば
祭
り

　

香
り
高
い
武
石
産
そ
ば
粉
１
０
０
％
を

使
い
、
地
元
そ
ば
打
ち
名
人
が
打
つ
そ
ば

を
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
つ
き
た
て

の
お
餅
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

● 

料
金　

も
り
そ
ば
・
か
け
そ
ば
１
食
各

５
０
０
円

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
86
・
２
０
０
３

　
　
（

産
業
観
光
課
）
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乳
房
手
術
経
験
者
の
会

「
や
す
ら
ぎ
の
会
」

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
骨
粗
し
ょ
う
症
で

す
。
骨
を
丈
夫
に
す
る
料
理
を
み
な
さ
ん

で
作
っ
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
元
気
で

過
ご
せ
る
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

日
時　

11
月
19
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　
「
骨
を
丈
夫
に
す
る
料
理
」の
実

習
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
話
、
交
流
会

●
対
象　

乳
房
手
術
経
験
者

● 

参
加
費　

１
０
０
０
円
程
度（
材
料
費

実
費
、
会
費
）

● 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

タ
オ
ル

● 

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

日
本
で
は
毎
年
３
万
人
近
く
の
方
が
自

殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
、
自
殺
予
防
の
分
野
で
著

名
な
医
師
を
招
き
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

● 

日
時　

11
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
開
場
１
時
）

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

演
題　
「
心
の
叫
び
に
気
づ
く
、
つ
な

げ
る
：
自
殺
予
防
の
基
礎
知
識
」

● 

講
師　

高た
か

橋は
し

祥よ
し

友と
も

氏（
筑
波
大
学
医
学

医
療
系
災
害
精
神
支
援
学
教
授
）

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

信
州
上
田

マ
ウ
ン
テ
ン
ゲ
ー
ム
ス

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を
通
じ

て
楽
し
く
、
健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

● 

日
時　

11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
30
分（
受
付
８
時
〜
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
東
山
遊
歩
道

● 

内
容　

マ
ウ
ン
テ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
デ
ィ
ス
ク（
フ
リ

ス
ビ
ー
）ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
山
遊
び
体

験
、
飲
食
販
売
な
ど
。

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
２
０
０
名

● 

参
加
費　

18
歳
以
上
２
０
０
０
円
、
３

　

 

歳
〜
小
学
生
５
０
０
円
、
中
高
生

１
０
０
０
円

● 

持
ち
物　

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
服
装
・

シ
ュ
ー
ズ

● 

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈪
以
降
、電
話
、

ま
た
は
所
定
の
申
込
用
紙（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
メ
ー
ル（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
か

ら
申
込
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
71
・
５
３
０
２
）

で
左
記
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

第
18
回
上
小

「
い
い
歯
の
日
」フ
ェ
ス
タ

● 

日
時　

11
月
９
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

（
開
場
12
時
30
分
）

●
場
所　

東
御
市
中
央
公
民
館
３
階

● 

内
容　

表
彰
式
／
８
０
２
０
達
成
者

（
80
歳
で
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る

方
）、
講
演
会
／「
つ
な
が
り
が
も
た
ら

す
最
高
の
一
杯
〜
コ
ー
ヒ
ー
バ
イ
ヤ
ー

の
仕
事
」丸ま
る

山や
ま

健け
ん

太た

郎ろ
う

氏（
丸
山
珈
琲
㈲

代
表
取
締
役
）

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

上
田
小
県
歯
科
医
師
会

　
　

TEL
22
・
２
１
６
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

第
17
回
室
賀

ふ
れ
あ
い
新
そ
ば
祭

● 
日
時　

11
月
８
日
㈯
、
式
典
／
午
前
９

時
30
分
〜
、
販
売
／
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

● 

場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
、
そ
ば

処
さ
さ
ら
亭
、
農
産
物
直
売
所

● 

内
容　

室
賀
地
区
産
の
新
そ
ば（
も
り

そ
ば
・
か
け
そ
ば
）の
特
別
価
格
で
の

提
供
、
秋
野
菜
の
大
特
売
、
焼
き
鳥
、

ト
ッ
カ
ン
、
そ
ば
す
い
と
ん
、
乾
物
な

ど
の
販
売
と
バ
ザ
ー
の
開
催
、
豊
年
太

鼓
の
演
奏
、
室
賀
保
育
園
児
の
遊
戯
、

消
防
団
の
ラ
ッ
パ
演
奏
な
ど

　

室
賀
活
性
化
組
合（
Ｊ
Ａ
室
賀
店
内
）

　
　

TEL
31
・
２
０
０
９

　
　
（

農
政
課
）

地
域
で
英
語
☆

知
り
た
い
！
世
界
の
こ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　

平
成
26
年
度
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応

援
事
業
の
実
施
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

● 

日
時　

11
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

● 

場
所　

コ
ー
ヒ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ザ
イ

デ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ー
ゼ
ン
」（
丸
子
ベ
ル
シ

テ
ィ
内
）

● 

内
容　

国
際
協
力
と
は
？
英
語
を
生
か

す
仕
事
と
は
？
世
界
の
国
々
や
学
校
事

情
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
ク
イ

ズ
を
交
え
楽
し
く
講
演
し
ま
す
。
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
ひ
と
時
を
！

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

無
料（
茶
菓
子
付
）

● 

申
し
込
み　

11
月
15
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　
「
地
域
で
英
語
！
と
も
だ
ち
英
語
の

　
　

会
」　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
３
・
１
３

　
　

５
０（
宮
島
）、
TEL
０
８
０
・
５
０
７

　
　

０
・
７
７
１
７（
大
森
）

　
　
（

地
域
振
興
課
）

催
し

高橋祥友氏
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

第
32
回
上
小
地
域

健
康
の
つ
ど
い

　

生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
に
、
こ
こ
ろ
と
身か
ら
だ体
の
健
康
づ
く

り
を
考
え
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈭
午
後
２
時
〜
４
時

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

演
題　
「
生
活
習
慣
か
ら
く
る
心
臓
病

を
予
防
す
る
た
め
に
」

● 

講
師　

高た
か

橋は
し

済わ
た
る

氏（
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
循
環
器
内
科
医
長
）

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

 

上
小
地
域
包
括
医
療
協
議
会
事
務
局

（
上
田
市
医
師
会
館
内
）

　
　

TEL
22
・
０
６
５
５

　
　
（

健
康
推
進
課
）

第
28
回
丸
子
地
域

消
費
生
活
展

　
「
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
」〜
節
電
・

節
水
、
食
の
ム
ダ
〜
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り

良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
皆
さ
ん
や
、
地
域
の
小
中
高
生

が
学
校
で
の
活
動
を
展
示
・
発
表
し
ま

す
。

● 

日
時　

11
月
15
日
㈯
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

活
動
発
表
、
バ
ザ
ー

　

 

丸
子
地
域
消
費
生
活
展
実
行
委
員
会

事
務
局（

市
民
生
活
課
内
）

　
　

TEL
42
・
１
２
１
６

第
40
回
長
野
県
臨
床
検
査

学
会「
市
民
公
開
講
演
」

　

県
内
の
臨
床
検
査
技
師
が
集
ま
り
学
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
青
木
村
義
民
太
鼓
保

存
会
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
16
日
㈰
午
後
１
時
〜
２
時

30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

● 

演
題　
「
徳
川
家
康
に
学
ぶ
天
下
と
り

食
」

● 

講
師　

永な
が

山や
ま

久ひ
さ

夫お

氏（
食
文
化
史
研
究

家
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

 

学
会
事
務
局
長
・
柳
澤（
信
州
上
田

　
　

医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０（
内
線
３
２
１
０
）

　
　
（

健
康
推
進
課
）

神
川
地
区
市
民
文
化
祭

●
期
日　

11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

● 

内
容
／
日
時　

作
品
展
示
／
８
日
㈯
午

後
１
時
〜
４
時
、
９
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
、
舞
台
発
表
／
９
日
㈰
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
、
講
演
会
／「
神
川

の
蚕
種
と
大
屋
駅
」阿あ

部べ

勇い
さ
む

氏（
上
田

歴
史
研
究
会
会
長
）／
９
日
㈰
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

●
入
場
料　

無
料

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

上
小
地
区
賛
助
会
活
動
研
修
会

● 

日
時　

11
月
21
日
㈮
午
前
９
時
20
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館

● 

内
容　

作
品
展
示
／
木
彫
、
俳
句
、
川

柳
、
俳
画
、
書
道
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
／
詩
吟
、
寸
劇
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
、
手
話
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ

ク
、
ア
ル
パ
の
演
奏
な
ど

● 

講
演
会　
「
真
田
幸
村
父
子
と
大
坂
冬

の
陣
・
夏
の
陣
」堀ほ
り

内う
ち

泰や
す
し

氏（
郷
土
史
研

究
家
）午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

　
　

TEL
25
・
７
１
２
４

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

絵
と
音
楽
で

心
を
ほ
ぐ
す
ひ
と
と
き
を

　

絵
画
と
音
楽
療
法
に
よ
る「
ア
ー
ト
」浴

と
お
し
ゃ
べ
り
会
で
す
。

● 

日
時　

11
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

● 

場
所　

心
の
花
美
術
館（
中
央
２

－

７

－

23
）

● 
内
容　

い
ろ
ん
な
楽
器
を
触
っ
て
弾
い

た
り
歌
っ
た
り
し
た
後
、
お
し
ゃ
べ
り

会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

講
師　

高た
か

橋は
し

和か

奈な

枝え

氏（
長
野
医
療
衛

生
専
門
学
校
音
楽
療
法
士
学
科
教
務
主

任
）

●
定
員　

12
名

● 

参
加
費　

１
０
０
０
円（
入
館
料
、
茶

菓
子
代
を
含
む
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

 

心
の
花
美
術
館（
加
藤
・
増
田
）

　
　

TEL
22
・
０
０
２
２

　
　
（

人
権
男
女
共
同
参
画
課
）

第
26
回
青
少
年
育
成

市
民
の
つ
ど
い

　

全
国
で
子
ど
も
に
よ
る
事
件
や
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。社
会
の
先
輩
の
大
人
が
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
手
を
差
し
伸
べ
ら

れ
る
こ
と
を
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

● 

テ
ー
マ　
「
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
」

● 

実
践
報
告　
「
子
ど
も
が
集
い
、
大
人

と
一
緒
に
学
び
、
笑
顔
が
は
じ
け
た
」

〜〝
上
野
が
丘
わ
い
わ
い
塾
〞の
実
践
〜

／
小こ

林ば
や
し

成せ
い

子こ

氏（
上
野
が
丘
公
民
館
社

会
教
育
指
導
員
）

● 

特
別
座
談
会　
「
地
域
と
子
ど
も
に
、

い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」／

渡わ
た

邉な
べ

務つ
と
む

氏（
中
央
公
民
館
青
少
年
育
成

推
進
指
導
員
会
長
）、
小
林
成
子
氏
、

田た

村む
ら

保た
も
つ

氏（
元
上
田
教
育
事
務
所
生
涯

教
育
課
長
）

●
定
員　

５
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
対
象　

ど
な
た
で
も

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

催
し
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児
童
虐
待
防
止
講
演
会

　

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で

す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
保
護

者
や
地
域
住
民
で
ど
の
よ
う
に
守
り
育
て

て
い
く
か
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

日
時　

11
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

● 

場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

● 

内
容　

児
童
虐
待
な
ど
の
現
状
と
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て

● 

対
象　

市
内
在
住
で
、
児
童
虐
待
防
止

に
関
心
の
あ
る
方

● 

申
し
込
み　

不
要
。
た
だ
し
、
託
児
希

望
者
の
み
11
月
14
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ

（
先
着
20
名
。
６
か
月
〜
３
歳
）。

　

 

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

抱
っ
こ
de
ラ
イ
ブ

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
な
が
ら
美
し
い

景
色
を
見
て
童
謡
な
ど
の
生
演
奏
を
聞
き

ま
す
。妊
婦
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

● 

日
時　

11
月
17
日
㈪
午
前
11
時
〜
11
時

45
分

● 

場
所　

信
州
国
際
音
楽
村

● 

講
師　

清し

水み
ず

裕ひ
ろ

美み

氏（
ピ
ア
ノ
）、
大お
お

井い

俊と
し

恵え

氏（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
親
子

●
定
員　

20
組

●
参
加
費　

1
組
１
０
０
円（
当
日
徴
収
）

● 

申
し
込
み　

11
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号（
丸
子
有
線
）を
、

電
話
、
丸
子
有
線（
２
４
７
２
２
）、
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
42
・
０
３
０
３
）で
左
記

へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

第
54
回
上
田
市
短
詩
型

文
学
祭
を
開
催
し
ま
す

　

今
年
７
月
か
ら
８
月
に
募
集
し
た
短
詩

型
文
学
作
品（
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
現

代
詩
）の
表
彰
式
と
、
部
門
別
研
究
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
応
募
作
品
を
収
め
た
作
品
集
を
、
当

日
配
布
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
、
中
央
公
民
館

● 
内
容　

①
一
般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の

部（
小
・
中
学
生
）、
各
部
門（
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
、
現
代
詩
）の
表
彰
式
、

②
選
者
を
囲
ん
で
の
部
門
別
研
究
会

●
参
加
費　

無
料

● 

駐
車
場　

乗
り
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

講
座
・
教
室

上
田
市
小
学
生
ス
キ
ー
教
室

　

ス
キ
ー
技
術
の
習
得
と
、
新
し
い
友
だ

ち
と
の
交
流
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◇
小
学
生
初
中
級
者
ス
キ
ー
教
室

● 

期
日　

平
成
27
年
１
月
４
日
㈰
・
５
日

㈪（
１
泊
２
日
）

● 

対
象　

集
団
生
活
が
で
き
、
一
人
で
も

参
加
で
き
る
市
内
小
学
５
・
６
年
生
の

男
女

●
定
員　

先
着
90
名

● 

参
加
費　

９
０
０
０
円（
申
込
時
に
徴

収
。
講
習
料
、
リ
フ
ト
代
、
保
険
料
、

宿
泊
費
な
ど
）。

　

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
は
別
途
当
日
徴
収

● 

申
込
期
間　

11
月
17
日
㈪
〜
12
月
１
日

㈪
◇
小
学
生
高
学
年
１
日
ス
キ
ー
教
室

●
期
日　

平
成
27
年
１
月
18
日
㈰

●
対
象　

市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

先
着
60
名

● 

参
加
費　

２
０
０
０
円（
当
日
徴
収
。

講
習
料
、
保
険
料
、
昼
食
代
な
ど
）。

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
は
別
途
当
日
徴
収

● 

申
込
期
間　

11
月
17
日
㈪
〜
12
月
12
日

㈮
◇
共
通
事
項

●
場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

● 

講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導

者（
上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

● 

申
込
方
法　

所
定
の
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
、
ま
た
は

丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域

教
育
事
務
所
へ
。

● 
そ
の
他　

重
複
し
て
申
し
込
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

催
し
／
講
座
・
教
室



21 Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

● 

日
時　

11
月
14
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

● 
場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す

ら
ぎ

● 

内
容　

精
神
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
知
ろ
う
〜
病
院
と
福
祉
事

業
所
の
見
学
会
〜

● 

対
象　

精
神
障
が
い
者
を
支
え
る
ご
家

族　
●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
企
画
で
す
。

●
日
時　

11
月
21
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー　

● 

内
容　

健
康
講
話
や
軽
体
操
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ
」を
通
し

て
体
を
動
か
し
ま
す
。

● 

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
通

学
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の
あ
る
方

●
定
員　

15
名

●
参
加
費　

１
０
０
円

● 

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈪
〜
17
日
㈪
に

　

電
話
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
28
・
５
５
２
０
）

　

で
、
左
記
へ
。

　

 

上
小
地
域
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー　

TEL
28
・
５
５
２
２

　
　
（

福
祉
課
）

講
座
・
教
室

さよなら上田市民会館 VOL.5

シリーズ

　市民会館さよならイベントを開催します

　昭和38（1963）年11月に開
館して以降、市民の皆さん
に利用され親しまれてきた
市民会館が、交流文化芸術
センターの開館にともない、
12月26日㈮に閉館となりま
す。
　同館を利用されてきた団
体の出演による最後のステ
ージを観覧し、51年間の感
謝を込めてフィナーレをい
っしょに飾りませんか。

●場所　市民会館
●入場料　無料

　市民会館　TEL22・0762

日　時 ステージプログラム
12月６日㈯ 13：00　上田創作舞踊研究塾
13：00～17：00 14：10　日本舞踊竹本流（＋吹奏楽）
（開場12：30） 15：10　上田市民謡連盟（＋舞踊）
12月７日㈰
11：00～17：00
（開場10：30）

11：00　白鳥バレエ学園
13：00　上田創作舞踊研究塾（＋吹奏楽）
14：50　上田童謡・唱歌を愛する会
　　　（＋舞踊、民踊）
15：25　上田市民吹奏楽団
16：05　長野県高等学校文化連盟吹奏楽部東信支部
16：50　フィナーレ
　　　「参加団体全員による合奏・合唱・舞踊『蛍の

　光』」
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高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
者
募
集

● 

期
間　

平
成
27
年
１
〜
12
月
の
月
〜
水

曜
日
の
う
ち
の
週
１
回（
全
42
回
）午

前
、
ま
た
は
午
後

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
初
心
者（
当
教
室
で
以
前
受
講
し

た
方
、
他
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
で
受

講
中
の
方
は
除
く
）

●
定
員　

先
着
50
名
程
度

● 

受
講
料　

１
か
月
１
２
０
０
円（
月
４

回
の
場
合
。
別
途
資
料
・
テ
キ
ス
ト
代
）

● 

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈪
以
降
、
左
記

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
で
左
記
へ
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る

日
赤
救
急
法
講
習
会

　

基
礎
講
習
と
救
急
員
養
成
講
習
の
両
方

を
受
講
す
る
と
、
日
赤
救
急
法
救
急
員
資

格
が
取
得
で
き
ま
す
。

● 

内
容
／
日
時　

救
急
法
基
礎
講
習
／
11

月
９
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
、
救

急
員
養
成
講
習
／
11
月
15
日
㈯
・
16
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　

救
急
員
養
成
講
習
は
、
救
急
法

基
礎
講
習
を
修
了
し
て
い
る
方

●
定
員　

各
30
名

● 

受
講
料　

基
礎
講
習
１
５
０
０
円
、
養

成
講
習
１
７
０
０
円

● 

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
実
技
の
で
き
る

服
装

● 

申
し
込
み　

11
月
７
日
㈮
ま
で
に
、
申

　

 

込
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
24
・
９
４
２
３
）、
ま
た
は
メ
ー
ル

（fukusi@
city.ueda.nagano.jp

）
で

左
記
へ
。電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

基
礎
講
習
受
講
済
み
の
方
は
、
認
定
証

を
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　

TEL
71
・
８
０
８
１

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
受
講
者
募
集

◇
Ｊ
Ｗ

－
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
講
座

● 
日
時　

11
月
11
日
〜
12
月
４
日（
毎
週

火
・
木
曜
日
）午
後
６
時
30
分
〜
９
時
、

12
月
６
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
の

全
９
日
間

● 

定
員　

15
名（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

が
で
き
る
方
）

● 

受
講
料　

２
万
３
０
０
０
円（
会
員
は

１
万
３
０
０
０
円
）

●
持
ち
物　

パ
ソ
コ
ン

◇ 

和
裁（
は
ん
て
ん
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
）

講
座　

● 

日
時　

11
月
９
日
〜
12
月
14
日（
毎
週

日
曜
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時

●
定
員　

10
名

●
受
講
料　

２
時
間
２
０
０
０
円

●
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
生
地

◇
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

● 

内
容
／
日
時　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
と

ミ
ニ
ツ
リ
ー
／
11
月
27
日
㈭
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
お
正
月
用
寄
せ
植
え
と

ミ
ニ
門
松
／
12
月
18
日
㈭
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

●
定
員　

各
15
名

● 

受
講
料　

各
２
０
０
０
円（
材
料
費
含

む
）

● 

持
ち
物　

手
袋
、
シ
ャ
ベ
ル
、
汚
れ
て

も
よ
い
服
装

◇
共
通
事
項

● 

場
所　

上
田
地
域
高
等
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

● 

申
し
込
み　

訓
練
開
始
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
地
域
高
等
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
75
・
７
６
９
０

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
94
回
市
民
公
開
講
座

● 

日
時　

11
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

● 

場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

● 

演
題　
「
こ
ど
も
の
整
形
外
科
〜
手
の

症
状
、
足
の
症
状
〜
」

● 
講
師　

赤あ
か

羽は
ね

努つ
と
む

氏（
整
形
外
科
医
長
）

● 
受
講
料　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

講
座
・
教
室
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

第
５
回
子
ど
も
の

心
と
体
を
育
む
教
室

　

子
ど
も
の
心
と
体
が
、
よ
り
豊
か
に
成

長
し
て
い
く
た
め
の
関
わ
り
方
や
遊
び
方

の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

12
月
８
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時

（
受
付
９
時
45
分
〜
）

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士

● 

対
象　

７
〜
10
か
月
頃
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

●
定
員　

先
着
20
組
程
度

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

● 

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈪
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
７

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
退
職
を
迎
え
た
方
、
定
年
退
職
を

間
近
に
控
え
た
方
を
対
象
に
、
年
金
の
申

請
や
健
康
保
険
の
切
替
、
雇
用
保
険
の
受

給
手
続
、
再
雇
用
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

● 

日
時　

11
月
29
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
名
程
度

● 

講
師　

横よ
こ

沢さ
わ

宏ひ
ろ

和か
ず

氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

● 

申
し
込
み　

11
月
26
日
㈬
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
26
・
６
０
２
４
）

で
雇
用
促
進
室
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

募　

集

非
常
勤
職
員（
保
健
師
）を

募
集
し
ま
す

●
任
用
期
間　

平
成
27
年
１
月
１
日
〜
３

　

月
31
日

● 

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

● 

勤
務
場
所　

健
康
推
進
課（
ひ
と
ま
ち

げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
）

● 

勤
務
内
容　

乳
幼
児
、
成
人
の
保
健
指

導
、
健
康
相
談
な
ど

● 

応
募
資
格　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

方
●
採
用
人
数　

１
名

● 

応
募
方
法　

11
月
４
日
㈫
〜
12
月
15
日

㈪
に
、
履
歴
書
、
お
よ
び
保
健
師
免
許

証
写
し
を
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

上
田
市
霊
園
・
上
野
霊
園

真
田
古
城
霊
園
利
用
者
募
集

◇
上
田
市
霊
園

●
所
在
地　

諏
訪
形
１
７
５
６
番
地

● 

募
集
区
画　

１
種
２
区
画（
６
㎡
）、
２

種
１
区
画（
４
・
８
６
㎡
）

●
管
理
料　

１
４
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

◇
上
田
市
上
野
霊
園

●
所
在
地　

上
野
８
７
４
番
地
２

● 

募
集
区
画　

通
常
区
画
２
区
画（
６
・

５
５
㎡
）

●
管
理
料　

２
５
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

68
万
円

◇
上
田
市
真
田
古
城
霊
園

●
所
在
地　

真
田
町
長
８
０
８
１
番
地
1

●
募
集
区
画　

２
種
１
区
画（
６
㎡
）

●
管
理
料　

３
０
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

25
万
円

◇
共
通
事
項

● 

応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。

　

① 

遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し
て
い
る
方

（
死
体
埋
火
葬
許
可
証
の
写
し
が
必

要
）

　

② 

遺
骨
を
親
せ
き
な
ど
の
墓
地
に
仮
埋

葬
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
遺
骨
を
寺

社
な
ど
に
預
け
て
い
る
方（
寺
社
、

ま
た
は
墓
地
管
理
者
の
証
明
が
必

要
）

● 

申
し
込
み　

11
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮
に

左
記
に
あ
る
指
定
の
申
込
用
紙
で
窓
口

へ（
申
込
多
数
時
は
抽
選
）。
詳
細
は
申

込
者
へ
連
絡
し
ま
す
。
各
霊
園
の
重
複

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

※ 

上
野
霊
園
の
壁
面
墓
地
、
丸
子
霊
園

は
、
区
画
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
丸
子

霊
園
は
丸
子
市
民
生
活
課（
TEL
42
・

１
２
１
６
）へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　

講
座
・
教
室
／
募
集
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●「
出
陣
の
儀
」

　

10
月
11
日
、
真
田
昌
幸
・
幸
村
親
子
が
蟄ち
っ

居き
ょ

さ
れ
て
い
た
和
歌
山
県
九
度
山
町
で「
出
陣
の

儀
」を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
「
真
田
街
道
推
進
機
構
」や
真
田
氏
に
ゆ
か
り
の

あ
る
市
町
村
の
首
長
な
ど
が
集
ま
り
、
わ
が
街
の

Ｐ
Ｒ
や
真
田
幸
村
公
出
陣
の
様
子
の
再
現
な
ど
を

し
、
参
加
者
一
同
で
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

●「
大
阪
城
入
城
」

　

翌
10
月
12
日
に
は
、「
第
５
回
真
田
幸
村
コ

ン
テ
ス
ト
」の
優
勝
者
が
扮
す
る
真
田
幸
村
公

を
は
じ
め
、
上
田
市
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
さ
ん
、
上
田
城
甲
冑
隊
、
真
田
鉄

砲
隊
に
扮
し
た
大
阪
城
鉄
砲
隊
、「
真
田
街
道

推
進
機
構
」や
真
田
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
12
市

町
村
の
首
長
な
ど
、
総
勢
１
０
０
名
余
り
で
大

阪
城
へ
入
城
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
地
元
大
阪
の
方
や
観

光
客
な
ど
も「
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
」と
掛
け
声

を
あ
げ
て
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ
・
視

線
を
浴
び
て
の
盛
大
な
入
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」放
送

に
向
け
て
、
関
係
団
体
と
と
も
に
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
は「
大
坂
冬
の
陣
」か
ら
４
０
０
年
、
翌
27
年
は「
大
坂
夏
の
陣
」か
ら
４
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。「
冬

の
陣
」で
は
、
真
田
幸
村
公
が
豊
臣
家
危
急
存
亡
の
時
に
あ
た
り
大
坂
城
に
入
城
し
、
砦と
り
で「
真
田
丸
」を
築
き
、「
夏
の
陣
」で
は
、
徳

川
軍
本
陣
ま
で
攻
め
入
り
、
徳
川
家
康
公
を
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
詰
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
、「
日ひ

の
本も
と

一い
ち

の
兵
つ
わ
も
の

」と
言
わ

し
め
た
戦
い
ぶ
り
で
し
た
。

　

今
大
阪
で
は「
大
坂
の
陣
４
０
０
年
」に
伴
い
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、大
変
な〝
真
田
ブ
ー
ム
〞の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、

上
田
市
と
し
て
も
こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
真
田
氏
に
関
係
す
る
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
真
田
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
お
よ
び
真
田

氏
と
信
州
上
田
の
関
係
を
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

信
州
上
田 

大
坂
の
陣
４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　  観光課　TEL23・5408

和歌山県九度山町で挙行した出陣の儀

武者行列が大阪城へ入城

「真田丸」へ向けて、いざ出陣

〈
お
知
ら
せ
〉

　

今
回
の「
上
田
の
お
宝
発
見
！
」は
、
都
合
に

よ
り
休
載
し
ま
す
。
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

岩門自治会

地
域
の
貴
重
な
宝
を
後
世
に

引
き
継
ぎ
た
い

関せ
き

和か
ず

幸ゆ
き

さ
ん
、
佐さ

藤と
う

邦く
に

夫お

さ
ん
、
香か

山や
ま

裕ゆ
た
かさ
ん

〈事業の紹介〉
岩門自治会は、わがまち魅力
アップ応援事業の採択を受け、
平成24年度から、岩門大日堂
の改修や周辺整備、地域の方を
中心に岩門地域の歴史を伝える
活動を進めています。今後も、
地域の歴史遺産を活

い

かしたふれ
あいの里づくりを進めてまいり
ます。

　

岩
門
自
治
会（
関
和
幸
自
治
会
長
・
左
上
写
真
右
）で
は
、
市

指
定
史
跡「
岩
門
大
日
堂（
活か
つ

文も
ん

禅
師
遺
跡
）」の
歴
史
的
価
値
を

確
認
し
、
こ
の
宝
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
平
成

24
年
度
か
ら
大
日
堂
の
改
修
、
案
内
板
や
地
籍
図
看
板（
左
上

写
真
）の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

岩
門
大
日
堂
の
建
立
時
期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江

戸
時
代
初
期
に
は
お
堂
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
江
戸

時
代
後
期
に
、
活
文
禅
師
が
龍り

ゅ
う

洞ど
う

院い
ん（

蒼
久
保
）か
ら
移
り
住
み

寺
子
屋
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
幕
末
の
思
想
家
と
し
て
大
活

躍
し
た
松
代
藩
士
佐
久
間
象
山
が
活
文
禅
師
に
弟
子
入
り
し
、

初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
場
所
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩

門
大
日
堂
は
、
鎌
倉
時
代
に
岩
門
城
が
存
在
し
た
場
所
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
岩
門

自
治
会
で
は
、

活
文
禅
師
が
開

い
た
寺
子
屋
に

佐
久
間
象
山
が

学
び
に
来
て
い

た
と
い
う
歴
史
的

な
価
値
を
、
地
域

の
小
・
中
学
生
を

中
心
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
紙
芝

居「
佐
久
間
象
山

の
先
生
活
文
さ

ん
」を
制
作
し
、

市
内
の
小
学
校
、

公
民
館
な
ど
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
製
作
者
の
香
山
裕
さ
ん（
左
上
写
真
左
）は
、「
子
ど
も

た
ち
に
歴
史
を
教
え
る
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
く
作
っ
た
」と
、

製
作
段
階
で
の
思
い
を
話
し
、
事
業
の
発
案
者
で
あ
る
佐
藤
邦

夫
さ
ん
は
、「
岩
門
地
域
に
歴
史
的
人
物
を
輩
出
し
た
学
び
の
場

が
あ
っ
た
こ
と
を
、も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

遊歩道の整備



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

池波正太郎真田太平記館 TEL28・7100

文学散歩（名古屋）
　「雲霧仁左衛門」など、池波作品の舞台となった名古屋周
辺を講師の説明を聞きながら歩きます。また、池波正太郎
氏ゆかりの地も訪れます。
日　時 　11月25日㈫6：00～26日㈬19：00予定（一泊）
場　所 　多

た

度
ど

大社、桑名、清須城、名古屋城、熱田神宮
案内人 　土

つち

屋
や

郁
いく

子
こ

氏（当館指導員）
対　象 　11月20日㈭午後１時30分からの事前学習会に

必ず参加できる方
定　員 　先着28名
参加費 　24,000円程度
 （宿泊代、食事代、保険代、観覧料含む）
申し込み 　11月９日㈰午後１時以降、電話で。

神川地区公民館　　　　　　　TEL25・1682

フライパンで作る米粉ピザ作り講座（託児付）
　上田産の米粉を生地に、フライパンで焼く食べ応

ごた

えのあ
るピザを作りましょう。お子さんと一緒に試食もします。
日　時 　11月20日㈭10：00～13：00
 （託児希望者は9：45までに集合）
講　師 　上田地域食生活改善推進協議会会員
対　象 　子育て中の父親、母親
定　員 　先着15名
受講料 　800円（うち材料費700円）
持ち物 　エプロン、バンダナ、お子さんに関わる物（お

やつ、着替え、おむつ、水分補給用飲料など）
申し込み 　11月10日㈪午前９時以降、電話で。
 受付時間／9：00～16：00

西部公民館　　　　　　　　　TEL27・7544

エコ講座「なぜ、家庭の省エネか？」
　温暖化防止に繋

つな

がる「家庭の省エネ」を実践するために、
ライフスタイルを見直し、光熱費を減らすポイントなどを、
専門家の立場から具体的にアドバイスします（平成26年度
わがまち魅力アップ応援事業）。
日　時 　11月15日㈯13：30～15：30
内　容 　講義「なぜ、家庭の省エネか？」、ワークショッ

プ、質疑応答（相談）、出前講座のご案内など
講　師 　末

すえ

広
ひろ

繁
しげ

和
かず

氏（自然エネルギー上小ネット会長）
定　員 　30名
申し込み 　不要（資料準備のため事前に電話、または直接

窓口へ）。

丸子公民館 TEL42・3147　FAX42・0303
丸子有線24722

「つわものども　山城へ登城せよ」受講者募集
　上田市にはたくさんの山城があります。壮大な歴史に思
いを巡らし、城跡と自然を訪ねてみませんか。
期日/内容 　①11月28日㈮／鳥

と

屋
や

城
じょう

登城・全
ぜん

芳
ぽう

院
いん

見学
 ②12月５日㈮／和田城登城・和田宿見学
 ③ 平成27年１月９日㈮／講演「真田氏、依田氏

の系譜」
 ④ ２月６日㈮／講演「依田川流域の歴史遺産～

山城・古刹・文化遺産～」
 ⑤３月６日㈮／御

み

岳
たけ

山
やま

城
しろ

登城
時　間 　①②⑤9：00～12：00頃
 ③④9：30～11：00 
場　所 　①②⑤現地研修（午前９時丸子公園下駐車場集合）

③④丸子公民館
講　師 　森

もり

田
た

稲
とう

吉
きち

郎
ろう

氏（信州山城探訪の会）ほか
対　象 　市内在住・在勤の成人
定　員 　①②⑤先着20名（最少催行人数５名）
 ③④先着30名（最少催行人数５名）
受講料 　１人１回100円（当日徴収）
申し込み 　11月７日㈮以降、希望講座名、氏名、住所、

電話番号（丸子有線）、年代を、電話、丸子有線、
またはFAXで。

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

11月真田図書館「おはなし広場」
　図書館職員による絵本の読み聞かせをお楽しみくださ
い。
日　時 　11月15日㈯10：30～11：00 

2626



施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

図書館員とそのたまごたちによるおはなし会
　図書館員と上田女子短期大学の学生によるおはなし会で
す。読み聞かせのあとに絵本選びのお手伝いをしますので、
図書館のカードを持ってお出かけください。
日　時 　11月16日㈰11：00～11：30
内　容 　当日のお楽しみ
対　象 　幼児とその保護者

豆本「mini mini展」
　『史的ニ上田』30巻刊行を記念して展示を行います。こ
の本は手に持って街歩きするために作られた、上田の歴史
をまとめた豆本です。
日　時 　11月16日㈰～27日㈭の10：00～20：30 
 （土日祝日は18：00まで）

女性のための健康ヨガ教室
　「健康講話」と「ヨガ」で心身ともに健康になりましょう。
日　時 　12月１日㈪18：30～20：00 
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
内　容 　健康講話／ 「プチ体力チェックで30代からのロ

コモ予防」体組成測定・足の筋力・柔
軟・バランスチェック

 ヨガ教室／講話後の30分間実施
講　師 　健康講話／市保健師
 ヨガ教室／神

かみ

尾
お

みち子氏（日本ヨガ振興協会講師）
定　員 　先着30名
持ち物 　ヨガマット、またはバスタオル
申し込み 　11月14日㈮以降、電話で。

マルチメディア情報センター TEL39・1000

URL　http：//www.umic.jp/

Word初心者ゆっくり講座３日間コース［Word2013使用］
　「Word初心者講座２日間コース」のセミナー内容を３日
間で行います。
日　時 　12月１日・８日・15日の月曜日13：30～16：00 
対　象 　文字入力できる方
定　員 　20名（最少催行人数５名）
受講料 　3,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　11月10日㈪～30日㈰に、電話で。

Excel初心者夜間講座２日間コース［Excel2013使用］
日　時 　12月４日㈭・５日㈮19：00～21：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　11月13日㈭～12月２日㈫に、電話で。

パソコンで年賀状をつくろう
日　時 　12月７日㈰・８日㈪9：30～12：00
 ※どちらか１日
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　20名（最少催行人数５名）
受講料 　2,000円（年賀状作成ソフト代含む）
申し込み 　11月16日㈰～12月６日㈯に、電話で。

武石ともしび博物館 TEL85・2474

手作りろうそく教室
　クリスマスに手作りのろうそくを灯

とも

してみませんか？誰
にでも簡単に作れるツリーろうそくを製作します。
日　時 　①11月30日㈰、②12月14日㈰の13：00～16：00
場　所 　①信濃国分寺資料館、②武石ともしび博物館
定　員 　各先着20名
参加費 　200円
申し込み 　①②とも前日までに、電話で武石ともしび博物

館へ。

丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

図書館講座「おうちでチャレンジおはなし会」
　読み聞かせなどによって本に親しんだりする時間を作る
ことが大切です。家庭で気軽にできるおはなし術を読書ア
ドバイザーが伝授します。
日　時 　11月９日㈰13：30～15：00
講　師 　越

こし

高
たか

一
かず

夫
お

氏
 （出版文化産業振興財団読書アドバイザー）
持ち物 　筆記用具

丸子図書館「おはなし会」
　「ひまわり人形劇サークル」の皆さんによる、人形劇「な
いたあかおに」などを予定しています。
日　時 　11月15日㈯10：30～
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　今年５月に練馬区立石
しゃくじい

神井東小６年生と田植えをした水田で、武石小５年

生31名と練馬区立橋
はし

戸
ど

小５年生58名が、稲刈り体験をしました。初対面の

両校児童でしたが、次第に打ち解け、武石小児童が橋戸小児童に熱心に稲の

刈り方を教える光景も見られました。橋戸小児童のほとんどが初めての経験

でしたが、コツを掴
つか

むのも早く、楽しそうに稲刈りをしていました。

新しい友達
武石小・練馬区立橋戸小稲刈り体験交流会

　世界的に有名な井
いの

上
うえ

道
みち

義
よし

氏（指揮）、前
まえ

橋
ばし

汀
てい

子
こ

氏（ヴァイオリン）を迎え、サ

ントミューゼ大ホールでNHK交響楽団演奏会が開催されました。

　この日は、井上氏の渾
こん

身
しん

の指揮の下、演奏時間約１時間のブルックナー「交

響曲第９番ニ短調 WAB.109（ノヴァーク版）」などが演奏され、真新しいホー

ルに鳴り響いた旋律に、訪れた観客は満足そうに聴き入っていました。

サントミューゼ開館記念公演
NHK交響楽団演奏会

10月12日㈰

マリコヴィンヤードぶどう収穫作業体験
　10月１日、塩川陣場地区において収穫作業体験が行われ、この日参加した62名は、メルロー
が栽培されている畑で、たわわに実ったぶどうを一房一房ていねいに収穫しました。
　今年度の国産ワインコンクールでは「マリコ・ヴィンヤード ソーヴィニヨン・ブラン2013」
が４年連続金賞と部門最高賞を受賞しました。
　今回収穫したぶどうたちも、芳

ほう

醇
じゅん

な香りの美味しいワインへと変身し、皆さんを楽しませま
す。

　丸子文化会館において、外国人住民との交流を通じて異文化を学び、国際

感覚を身につけ、明るい地域づくりへつなげることを目的に開催されました。

　各グループの活動展示を楽しんだほか、ステージ発表や外国料理の試食交

流会が行われ、子どもから大人まで、国籍を問わず美
お

味
い

しい料理に舌
した

鼓
つづみ

を打

ちました。

　長野市内で長野県道路整備期成同盟会第67回定期総会が開催され、「国道

144号沿線しなの木通りまちづくり協議会」が表彰されました。

　同会は、平成７年から継続して「しなの木通り」の除草、ごみ拾い、草花の

維持管理などの作業を行っており、地域の景観づくり、まちづくりに対する

顕著な功績が認められました。

異文化交流って楽しい！
国際交流フェスティバル2014 in Maruko

地域の道路の維持管理活動が認められました
長野県道路事業功労者表彰 受賞

10月11日㈯

９月４日㈭

10月２日㈭

表紙説明
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　矢
や

島
じま

鉄
てつ

也
や

先生（元厚生労働省健康局長）をお迎えし、健康
プラザうえだで第１回「健幸都市」講演会を開催しました。
参加した約240人の市民の皆さんが、講演に熱心に耳を傾
けていました。
　「健幸都市」とは、人が自分のライフスタイルに合わせて
健康で生きがいを持ち、安心安全で豊かな生活が送れるま
ちという意味で、上田市も10年後の将来像として目指し
ています。私も、野菜を多く摂

と

ったり、庭の草むしり・ウォー
キングなどで汗を
流しています。皆
さんも、健康づく
りや生きがいづく
りに精を出し取り
組みましょう。

９月20日㈯

「健
けん

幸
こう

都市」講演会

　NHK制作局のスタッフが上田市を初めて訪問されました。
今回のスタッフは、ドラマの制作に直接携わるプロデュー
サーの皆さんで、私からは、信州上田フィルムコミッショ
ンの活動内容や実績をはじめ、ロケを始めドラマの舞台と
してぜひ多く上田市を取り上げていただきたい、また、上
田城千本桜まつりや上田真田まつりへの俳優の皆さんの出
演要請などをプレゼンテーションさせていただきました。
　スタッフの皆さんは、別所温泉とその周辺、上田城跡と
市街地、真田地域
などを積極的に視
察され、上田市の
魅力を感じとって
いただけたかと思
います。

10月１日㈬

NHKドラマ制作局が
上田市を訪問

　日
ひ

の本
もと

一
いち

の兵
つわもの

真田幸村公の郷「第28回上田古戦場ハーフ
マラソン」のスターターを務めてきました。
 　台風18号の影響により、あいにくの雨となってしまいま
したが、2,500名を超える大勢の参加者があり、また、ゲス
トランナーとして、シドニーやアテネオリンピックで活躍
された大島めぐみさんの参加をいただき盛大に開催されま
した。
 　小学生、中学
生、また家族で参
加の種目もあり、
市民マラソンとし
て今後も発展して
いくことを願って
います。

10月５日㈰

雨にも負けず
上田古戦場マラソン

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

　JA信州うえだの芳
ほう

坂
さか

組合長とともに、「大阪市中央卸売
市場」で上田市産のりんご・ぶどうなどの果物のトップセー
ルスをしてきました。長野オリジナル品種の「シナノスイー
ト」や、「シャインマスカット」など、「安心・安全」な果物
を仲買人さんに試食いただき、精一杯PRしてきました。
　卸各社の話から質や評価の高さを感じましたが、もっと
供給量を増やして欲しいとの要望もいただきました。今
後、関西圏の皆様
に美味しい果物を
召し上がっていた
だけるよう、より
一層のブランド化
やPRに農業関係
者と努めていきた
いと思います。

10月10日㈮

上田市・JA信州うえだ
農産物トップセールス

せり人・仲買人らにPR
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四ツ葉ス
ケッチチ

　近年の登山ブームにより登山愛好者が増
える中、登山中の事故も増加しています。
　上田地域広域連合消防本部は、９月22
日、県内では初となる消防活動二輪隊と長
野県消防防災航空隊による合同山岳救助訓
練を菅平高原根子岳で行いました。
　根子岳中腹から山頂にかけて濃霧に覆

おお

わ
れた登山道で足を滑らせ転倒し、歩行困難
となった登山者から救助要請があったとの
想定で行われた訓練は、防災ヘリによる救
助が霧で困難なことから、トライアルバイ
クに乗った消防活動二輪隊４名が救助に向
かい登山者を発見。防災ヘリで救助できる
場所まで担架で搬送し、県消防防災航空隊
員と登山者の様子などを無線で連絡を取り
合いながら防災ヘリで救助しました。
　防災ヘリとトライアルバイクの連携した
救助は、二輪車の機動力を活

い

かし、悪天候
時でもより早く要救助者の元へ行くことが
でき、今まで以上に迅速な救助活動が期待
されます。

１
分
で
も
早
い
救
助
を

長
野
県
消
防
防
災
航
空
隊
合
同
山
岳
救
助
訓
練

　

９
月
23
日
、「
森
の
遊

び
塾
in
巣
栗
」が
武
石
巣

栗
渓
谷
緑
の
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
市
内
か
ら
12
組
大
人

14
名
・
子
ど
も
27
名
が
参

加
し
、
様
々
な
体
験
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
親
子
で
広
場
の

キ
ャ
ン
プ
場
の
森
の
中
か

ら
、
竿さ
お

と
な
る
木
の
枝
と

浮
き
と
な
る
松
ぼ
っ
く
り

を
拾
っ
て
釣
竿
を
作
り
、

そ
の
竿
を
使
っ
て
広
場
内
の
釣
り
堀
で
、ニ
ジ
マ
ス
・

イ
ワ
ナ
釣
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
親
子

で
協
力
し
て
バ
タ
ー
と
縄
文
パ
ン
作
り
を
体
験
し
、

釣
っ
た
魚
と
縄
文
パ
ン
を
炭
火
で
焼
き
、
パ
ン
に
は

手
作
り
の
バ
タ
ー
を
つ
け
て
み
ん
な
で
美お

味い

し
く
手

作
り
ラ
ン
チ
を
食
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、「
自
然
へ
の
親
し
み
方
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
自
然
の
中
で
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
」、「
竿
を

作
る
の
は
初
め
て
だ
し
、
松
ぼ
っ
く
り
の
浮
き
に
は

ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
こ
こ
が
僕
の
家

だ
っ
た
ら
い
い
」と
満
足
し
た
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

親子で巣栗の自然の良さを体験してほしい
～森の遊び塾in巣栗～
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　

10
月
２
日
㈭
か
ら
11
月

９
日
㈰
ま
で
、
市
立
美
術

館
で
開
館
記
念
特
別
展

「
山
本
鼎
の
す
べ
て
展
」が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
を
記
念
し
て
、
２

日
㈭
・
３
日
㈮
の
２
日
間

は
一
般
に
無
料
開
放
さ

れ
、
８
０
０
０
人
を
超
え

る
入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
滞
在
中
や
帰
国
後

の
洋
画
家
と
し
て
、
創
作
版
画
家
と
し
て
、
そ
し
て
教
育
者
と

し
て
児
童
自
由
画
教
育
運
動
や
農
民
美
術
運
動
を
推
進
し
た
山

本
鼎
の
作
品
を
、
３
部
構
成
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
作「
ラ
ム
酒
の

瓶
の
あ
る
静
物
」が
上
田
で
初
公
開
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

展
示
さ
れ
た
作
品
を
食
い
入
る
よ
う
に
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

　

友
人
と
と
も
に
訪
れ
た
馬ば

場ば

鈴す
ず

与よ

さ
ん（
大
手
町
）は
、「
素

晴
ら
し
い
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
最
高
に
い
い
刺
激
に

な
り
ま
し
た
。
作
品
が
と
て
も
多
く
、
ゆ
っ
く
り
と
見
る
に
は

時
間
が
か
か
る
の
で
、
何
回
も
見
に
き
た
い
」と
、
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

市立美術館「山本鼎のすべて展」

自分が直接感じたものが尊い

　10月４日～５日、丸
子総合体育館一帯におい
て、げんきまるこ産業
フェスタ2014が開催さ
れました。このフェスタ
は、地域産業の活力と力
強さをアピールし、丸子
地域の活性化のために毎
年開催されています。
　「商店街活性化アイデ
アコンテスト」表彰式で
は、丸子修学館高等学校
３年大

おお

城
しろ

明
あけ

美
み

さんが最優
秀賞を受け、大城さんは
「和歌山県の、猫のたま
駅長のような存在に着目
して、丸子商店街にもア
イドル的なキャラクター
がいればと考えました」
と話していました。

　このほか体育館では丸子地域の企業によ
る「ものづくり総合展」、屋外では、手作り
ジャムや、地元食材を使用した新名物「信
州じゃ～麺」の販売などでにぎわいました。
　丸子地域では、丸子修学館高等学校・上
田市商工会・上田市が、地域の活性化と人
材育成を目的としたパートナーシップ協定
を締結しており、フレッシュで豊かな感性
が大きな起動力となり、地域全体の活性化
を進めます。

げ
ん
き
ま
る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

地
域
の
産
業
を
活
性
化
！
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：160,513人 男：78,564人 女：81,949人 世帯数：65,909世帯
　　　（3,356人）　 　（1,548人）　 　（1,808人）

市の人口（平成26年10月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

サントミューゼ インターネット販売システム利用開始
新国立劇場 ワークショップ参加者募集

　サントミューゼ　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300

©瀬戸秀美

新国立劇場バレエ団によるバレエワークショップ
　～初めてのバレエ体験～
　バレエに興味はあるけど、なんだか難しそうと思っている
皆さんに、気軽にバレエを体験してもらえるワークショップ
を開催します！
日　時 　11月29日㈯13：30～／16:00～の２回
 　（各１時間30分程度）
場　所 　サントミューゼ［大スタジオ］
対　象 　小学生（バレエ未経験者可。保護者同伴可）
定　員 　先着20名　　 参加費 　無料
服　装 　動きやすい服装（バレエシューズなどは不要）
申し込み 　 11月７日㈮以降、サントミューゼ窓口の申込書に記入、

または電話でサントミューゼへ。

　サントミューゼで行われる各公演などのチケットが、インターネットで予約できるようになりました。24
時間受付可能で便利なこのシステムをぜひご利用ください。
　本システムを利用するには事前登録が必要です。今後、本システムで登録頂いた方には公演情報などをメー
ルマガジンで配信する予定です。インターネット上での決済はありませんので安心してご利用ください。
〈登録方法〉
　・ サントミューゼホームページの『インターネット予約』から登録してください。
　　不明な点は問い合わせください。
〈注意事項〉
　・ 本システムでは25歳以下半額のチケットは購入できません。割引チケット購入希望の方は直接サント
ミューゼ窓口にお越しください。 

【11月１日現在の取り扱いチケット】
　・新国立劇場バレエ団『シンデレラ』

インターネットでチケット予約が可能になりました

新国立劇場バレエ団『シンデレラ』
チケット販売中
　日本で唯一の国立バレエ団、新国立劇場バレエ団による本格的な
バレエ公演です。県内でもなかなか見ることのない生演奏（東京フィ
ルハーモニー交響楽団）付の豪華な公演です。
　クリスマスシーズンにぴったりな、幻想的なバレエをぜひお楽しみください。
日　時 　12月27日㈯10：00～　　 場　所 　サントミューゼ［大ホール］
料　金 　S席10,000円、A席8,000円、B席6,000円
　　　　　※25歳以下半額（サントミューゼ窓口で証明書の提示が必要です）
チケット販売　 サントミューゼ窓口、サントミューゼインターネット販売、チケットぴあ、ローソンチケット、イー

プラス
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